
• ホームページの紹介
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実習システムの現状

• 高度外部協力機関の専門分野に合わせた高度
で実践的な実習プログラムを実現。

• 事前講義プログラムの実施により、実習プログラ
ムを実習に特化させ、実習の効果を上げる。

• 事前講義を教材とすることにより、全国の大学で
共有できる教材を蓄積。

• 一斉に公表・募集することにより、学生による選
択をしやすくする。

• できる限り夏季休暇または春季休暇中に開催す
ることにより参加の便宜を図る。
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実習システムの今後

• 各実習プログラムの受入人数の増大。
• 新たな高度外部専門機関の開拓。
• 大学のほか、関係省庁の要望の把握。
• 各大学で手薄な関連講義科目について、教
材を提供したり、講師を仲介・派遣できるシス
テムを開発。
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